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天
平
勝
宝
二
（
七
五
0
)
年
と
い
え
ば
、
当
時
越
中
守
で
あ
っ
た
大
伴
家
持
の
ほ
と
と
ぎ
す
を
主
題
と
す
る
詠
作
が
萬
葉
集
中
に
最
も
多
く
残
る
年
に
あ
た
る
。
こ
の
年
、
家
持
は
三
月
二
十
日
の
「
詠
二
霊
公
鳥
井
時
花
二
首
井
短
歌
」
（
巻
十
九
•
四
一
六
六
＼
四
一
六
八
）
を
始
め
と
し
て
、
四
月
二
十
二
日
の
「
廿
二
日
、
贈
二
判
官
久
米
朝
臣
広
縄
＿
霧
公
鳥
怨
恨
歌
一
首
井
短
歌
」
（
四
二
0
七
、
四
二
0
八
）
に
至
る
約
一
箇
月
ほ
ど
の
期
間
に
、
の
ベ
ニ
十
一
首
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
を
作
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
の
う
ち
、
「
詠
震
公
鳥
井
時
花
二
首
」
は
、
左
注
に
「
右
、
廿
日
、
雖
レ
未
レ
及
レ
時
、
依
レ
興
預
作
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
鳴
き
声
を
聞
い
て
の
詠
作
で
は
な
い
。
ま
た
三
日
後
の
「
廿
四
日
、
応
二
立
夏
四
月
節
一
也
。
因
レ
此
廿
―
―
―
日
之
暮
、
忽
思
―
―
雹
公
鳥
暁
喧
声
一
作
歌
二
首
」
（
四
一
七
一
、
四
一
七
二
）
も
題
詞
の
内
容
か
ら
み
て
同
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
立
夏
を
翌
日
に
控
え
て
の
詠
作
以
降
、
家
持
は
矢
継
ぎ
ば
や
に
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
、
集
中
に
は
三
群
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
が
連
続
し
て
な
ら
ぶ
。
詠
雹
公
鳥
三
首
（
四
一
七
五
、
四
一
七
六
）
四
月
三
日
、
贈
越
前
判
官
大
伴
宿
禰
池
主
＿
霧
公
鳥
歌
。
不
レ
勝
一
感
池
主
に
贈
る
ほ
と
と
ぎ
す
の
歌
家
持
の
「
感
旧
之
意
」
旧
之
意
一
述
レ
懐
一
首
井
短
歌
（
四
一
七
七
S
四
一
七
九
）
不
レ
飽
下
感
雹
公
鳥
＿
之
情
上
述
レ
懐
作
歌
一
首
井
短
歌
（
四
一
八
O
S四
一
八
三
）
い
ず
れ
も
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
ん
で
お
り
、
家
持
は
す
で
に
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
聞
い
た
か
の
ご
と
く
以
後
の
詠
作
へ
展
開
し
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
が
、
「
更
怨
雹
公
鳥
晦
晩
歌
三
首
」
の
第
三
首
、
月
立
ち
し
日
よ
り
招
き
つ
つ
う
ち
偲
ひ
待
て
ど
来
鳴
か
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
か
も
（
四
一
九
六
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
に
至
る
ま
で
、
家
持
は
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
実
際
に
聞
い
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
立
夏
以
降
の
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
ん
だ
作
品
は
、
家
持
の
想
像
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
こ
と
に
対
す
る
期
待
が
つ
の
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
殊
に
四
月
に
入
っ
て
か
ら
の
詠
作
で
は
、
「
不
レ
飽
下
感
二
雹
公
鳥
一
之
情
上
述
レ
懐
」
（
四
一
八
0
)
の
題
詞
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
持
の
ほ
と
と
ぎ
す
に
対
す
る
執
着
の
強
さ
が
看
て
取
れ
る
。
か
く
の
ご
と
く
ほ
と
と
ぎ
す
へ
の
思
い
が
高
ま
っ
て
い
た
な
か
で
、
家
持
は
「
霊
公
鳥
歌
」
と
題
す
る
長
歌
を
池
主
に
贈
っ
た
。
西
夫
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四
月
三
日
、
贈
二
越
前
判
官
大
伴
宿
禰
池
主
＿
雹
公
鳥
歌
。
不
レ
勝
感
旧
之
意
涼
合
懐
一
首
井
短
歌
我
が
背
子
と
手
携
は
り
て
明
け
来
れ
ば
出
で
立
ち
向
か
ひ
夕
さ
れ
ば
振
り
放
け
見
つ
つ
思
ひ
延
べ
見
和
ぎ
し
山
に
八
つ
峰
に
は
霞
た
な
び
き
谷
辺
に
は
椿
花
咲
き
う
ら
悲
し
春
し
過
ぐ
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
い
や
し
き
鳴
き
ぬ
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
さ
ぶ
し
も
君
と
我
れ
と
隔
て
て
恋
ふ
る
磯
波
山
飛
び
越
え
行
き
て
明
け
立
た
ば
松
の
さ
枝
に
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
あ
や
め
ぐ
さ
玉
貫
く
ま
で
に
鳴
き
と
よ
め
安
採
寝
し
め
ず
君
を
悩
ま
せ
（
四
一
七
七
）
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
さ
ぶ
し
も
ほ
と
と
ぎ
す
丹
生
の
山
辺
に
い
行
き
鳴
か
に
も
（
四
一
七
八
）
ほ
と
と
ぎ
す
夜
鳴
き
を
し
つ
つ
我
が
背
子
を
安
麻
な
寝
し
め
ゆ
め
心
あ
れ
（
四
一
七
九
）
長
歌
の
作
ら
れ
た
天
平
勝
宝
二
年
は
、
ふ
た
り
が
越
中
で
集
中
的
な
贈
答
・
唱
和
を
お
こ
な
っ
た
天
平
十
九
（
七
四
七
）
年
か
ら
す
で
に
一
＿
一
年
を
閲
し
て
い
た
。
池
主
は
こ
の
間
に
越
前
橡
に
転
任
し
て
い
た
も
の
の
、
ふ
た
り
は
折
に
ふ
れ
て
歌
の
贈
答
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
覚
し
く
、
こ
の
贈
歌
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
は
、
二
度
の
贈
答
が
確
認
で
き
る
。
越
前
国
橡
大
伴
宿
禰
池
主
来
贈
歌
三
首
（
巻
十
八
•
四
0
七
三
＼
四
0
七
五
）
一
越
中
国
守
大
伴
家
持
報
贈
歌
誓
（
四
0
七
六
＼
四
0
七
九
）
越
前
国
橡
大
伴
宿
禰
池
主
来
贈
戯
歌
四
首
（
巻
十
八
•
四
三
八
S
四
三
一
）
一
右
歌
之
返
報
歌
者
、
脱
漏
不
履
探
粛
也
二
史
来
贈
歌
二
首
（
四
一
三
二
、
四
一
三
三
）
い
ず
れ
も
が
天
平
二
十
一
（
天
平
感
宝
元
・
天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
）
年
の
作
品
で
、
前
者
は
三
月
、
後
者
は
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
贈
答
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
平
勝
宝
二
年
に
は
、
当
面
の
長
歌
の
直
後
に
も
池
主
に
「
水
烏
」
を
贈
る
際
に
詠
み
添
え
た
「
贈
二
水
烏
越
前
判
官
大
伴
宿
禰
池
主
＿
歌
一
首
」
（
四
一
八
九
＼
四
一
九
一
）
が
み
え
、
こ
の
時
期
に
池
主
を
思
う
家
持
の
心
情
が
、
作
歌
活
動
に
反
映
し
て
い
た
と
案
ぜ
ら
れ
る
。
し
か
も
か
く
の
ご
と
き
家
持
の
思
い
は
、
当
面
歌
の
題
詞
か
ら
も
窺
え
る
。
題
詞
は
、
「
四
月
三
日
、
贈
二
越
前
判
官
大
伴
宿
禰
池
主
一
雹
公
鳥
歌
」
を
も
っ
て
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
家
持
は
、
「
不
レ
勝
感
旧
之
窟
述
レ
懐
」
と
書
き
継
ぎ
、
詠
作
事
情
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
時
分
、
家
持
の
心
中
に
沸
き
起
っ
た
「
感
旧
之
意
」
に
つ
い
て
は
、
題
詞
に
「
贈
二
越
前
判
官
大
伴
宿
禰
池
主
＿
」
と
対
象
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
す
る
具
体
的
内
容
も
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
ふ
た
り
の
作
歌
活
動
が
最
も
充
実
し
て
い
た
天
平
十
九
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
集
中
的
な
贈
答
・
唱
和
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
「
感
旧
之
意
」
を
池
主
と
の
か
つ
て
の
交
流
を
意
味
す
る
表
現
と
把
捉
す
る
に
し
て
も
、
題
詞
に
「
不
レ
勝
二
感
旧
之
意
＿
」
と
記
さ
れ
た
一
節
は
、
萬
葉
集
中
こ
こ
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
な
お
検
討
の
餘
地
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
「
感
旧
」
は
、
今
饗
駕
旋
診
、
東
京
榛
蕪
。
義
士
有
二
存
レ
本
之
思
↓
兆
人
懐
二
感
レ
旧
之
哀
↓
（
『
後
漢
書
』
巻
七
十
、
荀
或
伝
）
な
ど
と
み
え
る
語
で
あ
る
。
ま
た
、
題
詞
と
し
て
「
不
レ
勝
二
感
旧
之
意
―
」
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は
破
格
と
思
わ
れ
る
部
分
で
は
あ
る
の
だ
が
、
「
感
旧
」
が
詩
賦
題
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
は
や
く
は
晉
曹
撼
に
「
感
旧
詩
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
と
み
え
、
さ
ら
に
『
文
選
』
（
巻
十
四
、
宋
顔
延
之
「
緒
白
馬
賦
」
）
の
李
善
注
に
よ
っ
て
、
曹
濾
に
は
「
感
旧
賦
」
も
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
感
旧
賦
」
は
「
胡
馬
仰
二
朔
雲
↓
越
鳥
巣
二
南
樹
―
」
の
み
が
残
り
、
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
だ
が
、
「
胡
馬
」
「
越
鳥
」
の
対
句
が
『
文
選
』
（
巻
二
十
九
）
の
「
古
詩
十
九
首
」
（
其
一
）
に
み
え
る
「
胡
馬
悲
二
北
風
↓
越
鳥
巣
二
南
枝
―
」
を
ふ
ま
え
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
「
古
詩
十
九
首
」
（
其
一
）
の
二
句
は
、
離
れ
た
故
郷
を
懐
か
し
む
心
情
を
表
現
し
た
部
分
で
あ
り
、
「
感
旧
賦
」
の
逸
文
も
お
そ
ら
く
は
同
様
な
状
況
を
詠
ん
だ
内
容
で
あ
っ
た
と
案
ぜ
ら
れ
る
。
そ
う
い
え
ば
、
当
面
の
贈
歌
に
先
立
つ
天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
十
二
月
、
池
主
の
「
更
来
贈
歌
二
首
」
（
巻
十
八
•
四
一
三
二
、
四
一
三
三
）
に
添
え
ら
れ
て
い
た
書
簡
の
な
か
で
も
「
身
異
二
胡
馬
↓
心
悲
二
北
風
―
」
の
ご
と
く
、
「
古
詩
十
九
首
」
（
其
一
）
の
「
胡
馬
」
「
越
鳥
」
を
ふ
ま
え
た
表
現
が
存
し
た
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
こ
の
詩
句
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
池
主
は
か
つ
て
の
交
流
を
懐
か
し
む
思
い
か
ら
、
家
持
を
思
慕
す
る
心
情
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
た
や
「
感
旧
詩
」
で
は
、
「
富
貴
他
人
合
、
貧
賤
親
戚
離
」
（
第
一
•
第
二
句
）
と
述
べ
た
う
え
で
、
「
今
我
唯
困
蒙
、
群
士
所
二
背
馳
↓
郷
人
敦
二
諮
義
↓
済
済
蔭
二
光
儀
―
」
（
第
七
＼
第
十
句
）
と
困
苦
す
る
「
我
」
を
見
捨
て
る
「
群
士
」
と
、
な
お
も
礼
を
尽
く
す
「
郷
人
」
と
が
対
比
さ
れ
る
。
「
富
貴
」
で
あ
っ
た
「
旧
」
を
思
い
、
「
今
」
の
「
貧
賤
」
を
嘆
き
、
人
々
の
節
操
の
な
さ
を
「
素
絲
与
二
路
岐
―
」
（
第
十
四
句
）
と
結
ぶ
。
「
旧
」
の
意
味
す
る
内
容
は
、
個
々
の
作
品
で
具
体
化
さ
れ
多
義
に
亘
る
が
、
概
括
的
に
は
、
過
去
の
こ
と
に
感
じ
て
思
い
を
起
こ
す
と
把
握
さ
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
家
持
が
題
詞
に
用
い
た
「
感
旧
」
に
は
、
題
と
し
て
の
意
識
が
認
め
ら
れ
、
詩
賦
題
の
そ
れ
と
麒
酷
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
も
、
当
面
歌
の
題
詞
に
つ
い
て
は
、
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
萬
葉
集
五
』
が
、
「
四
月
＝
一
日
、
贈
二
越
前
判
官
大
伴
宿
禰
池
主
一
雹
公
鳥
歌
」
の
部
分
を
「
以
下
七
首
の
総
題
」
と
解
し
、
「
不
レ
飽
下
感
二
霧
公
鳥
一
之
情
上
述
レ
懐
作
歌
一
首
井
短
歌
」
（
四
一
八
O
S
四
一
八
三
）
を
も
池
主
へ
の
贈
歌
と
捉
え
る
。
同
じ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
題
詞
以
外
に
総
題
を
附
し
、
歌
群
と
し
て
ま
と
め
る
手
法
は
、
家
持
の
歌
作
の
な
か
で
す
で
に
試
み
ら
れ
て
い
た
。
季
春
三
月
九
日
、
擬
二
出
挙
之
政
↓
行
二
於
旧
江
村
↓
道
上
属
仏
日
物
花
―
之
詠
、
井
興
中
所
レ
作
之
歌
出
挙
の
公
務
で
旧
江
村
に
行
く
道
す
が
ら
に
詠
み
つ
い
だ
長
短
歌
、
あ
わ
せ
て
七
首
（
巻
十
九
•
四
一
五
九
＼
四
一
六
五
）
を
ま
と
め
た
総
題
で
あ
る
。
「
三
月
九
日
」
は
、
天
平
勝
宝
二
年
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
当
面
歌
か
ら
先
立
つ
こ
と
一
箇
月
ほ
ど
前
の
歌
作
と
な
る
。
み
ず
か
ら
が
ま
と
め
た
近
接
す
る
先
例
を
ふ
ま
え
、
い
ず
れ
も
が
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
む
こ
と
か
ら
、
歌
群
相
互
が
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
と
解
釈
し
、
「
雹
公
鳥
歌
」
ま
で
を
総
題
と
判
断
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
題
詞
に
あ
た
る
と
解
す
る
、
不
レ
勝
感
旧
之
意
玩
ザ
懐
一
首
井
短
歌
と
、
つ
ぎ
の
長
歌
の
題
詞
、
不
レ
飽
下
感
震
公
鳥
之
情
上
述
レ
懐
作
歌
一
首
井
短
歌
と
の
関
わ
り
も
、
こ
こ
で
は
考
慮
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
ふ
た
つ
の
題
詞
は
い
ず
れ
も
が
対
象
へ
の
飽
く
な
き
思
い
を
直
裁
的
に
表
現
す
る
と
い
う
共
通
し
た
手
法
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
例
と
な
る
「
季
春
三
月
九
日
」
の
総
題
と
第
一
首
の
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題
詞
「
過
渋
硲
崎
見
二
巌
上
樹
＿
歌
一
首
樹
名
都
萬
麻
」
（
四
一
五
九
）
と
の
書
写
の
あ
り
方
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
西
本
願
寺
本
な
ど
で
は
、
総
題
と
直
後
の
題
詞
と
は
必
ず
改
行
さ
れ
て
お
り
、
各
々
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
看
取
で
き
る
。
一
方
、
当
面
の
総
題
に
あ
た
る
と
解
す
る
部
分
と
題
詞
の
そ
れ
と
は
連
続
し
、
特
に
意
識
的
な
改
行
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
書
写
の
状
態
は
、
ふ
た
つ
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
が
、
総
題
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
歌
群
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
、
「
四
月
三
日
、
贈
二
越
前
判
官
大
伴
宿
禰
池
主
＿
霧
公
鳥
歌
」
を
総
題
と
は
み
ず
、
題
詞
の
一
部
と
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
題
詞
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
対
象
へ
の
思
い
を
直
裁
的
に
表
現
す
る
手
法
が
家
持
の
意
に
適
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
隣
接
す
る
ほ
と
と
ぎ
す
詠
に
及
ぼ
し
た
点
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
題
詞
に
「
雹
公
鳥
歌
」
と
記
し
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
ほ
と
と
ぎ
す
を
主
題
と
す
る
歌
作
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
家
持
の
意
識
が
窺
え
る
。
一
方
で
こ
の
長
歌
が
池
主
へ
の
贈
歌
と
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
家
持
は
天
平
十
九
年
の
ふ
た
り
の
贈
答
・
唱
和
を
回
顧
し
て
、
特
に
「
不
レ
勝
感
旧
之
意
五
伊
懐
」
と
書
き
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
が
と
も
に
題
詞
に
明
記
さ
れ
た
当
面
歌
に
、
家
持
は
い
か
な
る
心
情
を
詠
み
込
ん
で
い
る
の
か
。
以
下
、
表
現
に
即
し
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
長
歌
は
、
ま
ず
そ
の
構
成
を
う
ち
見
る
に
、
池
主
が
越
中
橡
で
あ
っ
た
時
分
、
と
も
に
行
楽
し
た
こ
と
を
詠
む
前
半
部
と
、
越
前
操
に
転
任
し
た
池
主
の
も
と
へ
ほ
と
と
ぎ
す
を
行
か
し
め
、
安
眠
ざ
せ
な
い
よ
う
命
ず
る
後
半
部
と
か
ら
な
る
と
看
取
で
き
る
。
前
半
部
は
、
春
の
情
景
を
中
心
に
う
た
い
つ
つ
、
「
う
ら
悲
し
春
し
過
ぐ
れ
ば
」
と
季
節
の
推
移
を
述
べ
た
う
え
で
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
い
や
し
き
鳴
き
ぬ
」
と
ほ
と
と
ぎ
す
を
提
示
し
て
一
旦
終
止
す
る
。
こ
こ
に
至
る
叙
述
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
契
沖
が
、
是
マ
デ
ハ
池
主
ガ
越
中
橡
ニ
テ
有
シ
時
、
カ
タ
ミ
ニ
隔
ナ
ク
時
ニ
ッ
ケ
テ
遊
ビ
慰
サ
マ
レ
シ
事
ヲ
述
ベ
ラ
ル
＞
ナ
リ（『
萬
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
）
と
解
釈
す
る
。
つ
づ
く
「
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
さ
ぶ
し
も
」
で
は
、
す
で
に
池
主
と
離
れ
た
現
在
の
状
況
を
詠
む
内
容
に
転
換
し
て
お
り
、
そ
の
う
ぇ
「
い
や
し
き
鳴
き
ぬ
」
ま
で
が
、
題
詞
の
「
感
旧
之
意
」
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
導
き
出
し
て
い
る
こ
の
部
分
ま
で
を
、
前
半
部
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
半
部
の
冒
頭
は
、
「
我
が
背
子
と
手
携
は
り
て
」
と
家
持
が
池
主
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
姿
を
描
き
、
う
た
い
起
こ
し
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ふ
た
り
の
親
密
な
関
係
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
た
「
手
携
は
り
て
」
は
、
す
で
に
家
持
の
「
入
レ
京
漸
近
、
悲
情
難
レ
撥
述
レ
懐
一
首
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
た
。
…
…
は
し
き
よ
し
我
が
背
の
君
を
朝
去
ら
ず
逢
ひ
て
言
問
ひ
タ
さ
れ
ば
手
携
は
り
て
射
水
川
清
き
河
内
に
出
で
立
ち
て
我
が
立
ち
見
れ
ば
…
…
（
巻
十
七
•
四
0
0
六
）
正
税
帳
使
と
し
て
、
上
京
を
間
近
に
控
え
た
家
持
が
、
池
主
と
す
ご
し
た
日
々
を
述
懐
し
た
部
分
で
あ
る
。
「
出
で
立
ち
て
我
が
立
ち
見
れ
ば
」
は
、
「
手
携
は
り
て
」
と
あ
る
こ
と
を
料
酌
し
て
、
「
二
人
で
川
岸
に
立
っ
て
見
や
る
と
」
（
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
萬
葉
集
五
」
）
の
ご
と
く
、
池
主
と
と
も
に
眺
望
し
た
と
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
長
歌
で
は
、
す
で
に
指
摘
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が
あ
る
よ
う
に
、
池
主
の
「
敬
和
下
遊
口
覧
布
勢
水
海
両
戸
一
首
井
一
絶
」
（
巻
十
七
・
三
九
九
三
、
三
九
九
四
）
を
ふ
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
が
存
す
る
。
こ
の
池
主
の
敬
和
賦
で
注
意
す
べ
き
は
、
「
思
ふ
ど
ち
馬
打
ち
群
れ
て
携
は
り
出
で
立
ち
見
れ
ば
」
（
三
九
九
三
）
と
国
庁
の
官
人
と
連
れ
立
ち
、
布
勢
水
海
の
遊
覧
に
出
掛
け
る
叙
述
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
池
主
は
家
持
の
「
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
緒
の
思
ふ
ど
ち
心
遣
ら
む
と
馬
並
め
て
う
ち
く
ち
ぶ
り
の
」
（
「
遊
』
覧
布
勢
水
海
一
賦
一
首
」
巻
十
七
・
三
九
九
一
）
を
受
け
、
そ
れ
を
さ
ら
に
具
体
化
し
、
丁
寧
に
和
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
家
持
は
「
敬
和
下
遊
：
覧
布
勢
水
海
西
戸
二
首
」
の
表
現
を
ふ
た
り
だ
け
の
描
写
と
し
て
「
夕
さ
れ
ば
手
携
は
り
て
…
…
出
で
立
ち
て
我
が
立
ち
見
れ
ば
」
（
四
0
0六
）
と
用
い
、
さ
ら
に
当
面
歌
に
再
び
取
り
込
ん
だ
次
第
と
な
る
。
加
う
る
に
、
家
持
が
上
京
を
前
に
し
て
詠
ん
だ
「
入
レ
京
漸
近
、
悲
情
難
レ
撥
述
レ
懐
一
首
」
は
、
萬
葉
集
中
に
残
る
ふ
た
り
の
集
中
的
な
贈
答
・
唱
和
の
最
後
の
歌
作
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
表
現
を
家
持
が
用
い
た
こ
と
に
よ
り
、
題
詞
の
「
不
レ
勝
二
感
旧
之
意
＿
述
レ
懐
」
と
相
侯
っ
て
、
か
つ
て
の
交
流
を
池
主
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
に
有
効
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
長
歌
の
叙
述
は
、
ふ
た
り
が
「
手
携
は
り
て
」
眺
め
た
「
見
和
ぎ
し
山
」
の
春
の
情
景
へ
と
展
開
す
る
。
こ
の
「
見
和
ぎ
し
山
」
は
、
ふ
た
り
が
見
て
心
を
慰
め
る
山
の
意
味
と
考
え
ら
れ
、
「
明
け
来
れ
ば
出
で
立
ち
向
か
ひ
夕
さ
れ
ば
振
り
放
け
見
つ
つ
」
と
、
い
つ
も
身
近
に
眺
め
得
る
山
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
井
上
通
泰
が
「
山
は
即
二
上
山
な
り
」
（
『
萬
葉
集
新
考
』
）
と
具
体
的
に
解
し
た
。
ま
た
鴻
巣
盛
広
は
、
「
八
つ
峰
に
は
霞
た
な
び
き
谷
辺
に
は
椿
花
咲
き
」
と
も
詠
ま
れ
て
い
る
点
を
考
慮
し
て
、
「
府
庁
の
背
後
に
連
亘
せ
る
二
上
山
つ
づ
き
の
山
を
い
ふ
」
（
『
萬
葉
集
全
釈
』
）
の
ご
と
く
、
対
句
表
現
に
即
し
た
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
見
和
ぎ
し
山
」
を
明
ら
か
に
す
る
に
際
し
て
、
長
歌
の
表
現
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
当
面
の
歌
作
が
池
主
へ
の
贈
歌
で
あ
る
点
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
贈
ら
れ
た
池
主
に
と
っ
て
も
、
「
見
和
ぎ
し
山
」
と
詠
ま
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
意
味
す
る
山
は
す
ぐ
さ
ま
理
解
し
得
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ら
ば
、
池
主
の
越
中
橡
在
任
中
に
家
持
は
「
二
上
山
賦
」
（
巻
十
七
・
三
九
八
五
S
三
九
八
七
）
を
詠
み
、
さ
ら
に
「
か
き
数
ふ
二
上
山
に
神
さ
び
て
立
て
る
つ
が
の
木
」
（
先
掲
四
0
0七）
と
池
主
へ
の
贈
歌
に
も
二
上
山
を
詠
み
込
ん
で
い
る
状
況
は
重
視
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
、
対
句
に
詠
ま
れ
た
「
八
つ
峰
」
は
、
あ
く
ま
で
実
景
に
即
し
た
表
現
と
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
「
見
和
ぎ
し
山
」
は
二
上
山
を
指
す
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
題
詞
の
「
霧
公
鳥
歌
」
と
の
関
わ
り
か
ら
も
、
「
見
和
ぎ
し
山
」
は
二
上
山
を
詠
ん
で
い
る
と
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
畿
内
の
二
上
山
を
も
想
起
さ
せ
る
名
前
と
そ
の
山
容
は
、
都
か
ら
赴
任
し
て
い
た
ふ
た
り
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
見
て
心
を
慰
め
得
る
山
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
家
持
は
、
こ
の
「
見
和
ぎ
し
山
」
の
情
景
を
、
八
つ
峰
に
は
霞
た
な
び
き
こ
谷
辺
に
は
椿
花
咲
き
の
ご
と
き
対
句
に
よ
っ
て
表
現
し
た
。
「
峰
」
と
「
谷
」
を
対
句
で
あ
わ
せ
た
例
は
他
に
見
え
な
い
よ
う
だ
が
、
池
主
が
「
峰
高
み
谷
を
深
み
と
」
（
「
敬
和
立
山
賦
一
首
」
巻
十
七
•
四
0
0
1
―
―
)
と
立
山
の
峻
蛸
た
る
姿
を
詠
ん
だ
表
現
を
家
持
は
参
考
に
し
て
、
当
面
歌
の
対
句
を
整
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
「
見
和
ぎ
し
山
」
の
叙
述
に
池
主
の
「
敬
和
二
立
山
賦
二
首
」
の
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表
現
を
取
り
込
ん
だ
の
は
、
池
主
に
か
つ
て
の
贈
答
を
想
起
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
二
上
山
と
解
す
る
こ
と
に
支
障
と
は
な
ら
な
い
。
ふ
た
り
が
眺
め
た
「
見
和
ぎ
し
山
」
の
景
物
と
し
て
、
家
持
は
「
八
つ
峰
」
に
た
な
び
く
「
か
す
み
」
と
「
谷
辺
」
に
咲
く
「
椿
」
を
対
句
に
詠
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
が
「
見
和
ぎ
し
山
」
の
春
の
景
物
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
ふ
た
り
の
贈
答
・
唱
和
に
は
み
え
な
い
も
の
の
、
池
主
に
も
十
分
把
握
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
対
句
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
か
す
み
」
と
「
椿
」
の
取
り
あ
わ
せ
は
、
「
峰
」
「
谷
」
の
対
句
と
同
様
に
先
蹂
と
す
べ
き
例
が
存
し
な
い
。
だ
が
そ
れ
ぞ
れ
は
、
近
接
す
る
み
ず
か
ら
の
歌
作
の
な
か
で
、
す
で
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
て
い
た
。
あ
し
ひ
き
の
八
つ
峰
の
雉
鳴
き
響
よ
む
朝
明
の
霞
見
れ
ば
悲
し
も
（
巻
十
九
•
四
一
四
九
）
奥
山
の
八
つ
峰
の
椿
つ
ば
ら
か
に
今
日
は
暮
ら
さ
ね
ま
す
ら
を
の
伴
（
巻
十
九
•
四
一
五
二
）
そ
う
し
た
春
の
景
物
を
対
句
と
し
て
整
え
る
に
あ
た
り
、
あ
る
い
は
、
近
景
と
遠
景
の
対
句
の
例
で
は
あ
る
が
、
0
0
 
0
 
時
菊
耀
巌
阿
↓
雲
霞
冠
秋
嶺
↓
（
梁
江
滝
「
雑
体
詩
三
十
首
」
〈
謝
僕
射
遊
覧
混
〉
『
文
選
』
巻
二
十
一
）
な
ど
、
詩
賦
の
霞
と
花
を
対
句
に
し
た
表
現
を
家
持
は
学
ん
だ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
上
代
の
例
と
し
て
は
、
0
 
0
 
宇
宙
荒
茫
、
姻
霞
蕩
而
満
レ
目
。
園
池
照
灼
、
桃
李
笑
而
成
レ
躁
゜
（
藤
原
麻
呂
「
五
言
、
暮
春
於
二
弟
園
池
一
置
酒
一
首
」
詩
序
『
懐
風
藻
』
）
と
用
い
た
対
句
も
留
意
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、
「
か
す
み
」
と
「
花
」
を
対
句
で
取
り
あ
わ
せ
た
表
現
は
、
当
面
歌
の
直
後
に
「
乎
布
の
浦
に
霞
た
な
び
き
垂
姫
に
藤
波
咲
き
て
」
（
「
六
日
、
遊
コ
覧
布
勢
水
海
一
作
歌
一
首
」
巻
十
九
•
四
一
八
七
）
と
も
み
え
、
家
持
の
意
に
適
う
も
の
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
か
く
み
る
と
、
二
上
山
を
詠
ん
だ
「
八
つ
峰
に
は
霞
た
な
び
き
谷
辺
に
は
椿
花
咲
き
」
は
、
池
主
の
「
峰
高
み
谷
を
深
み
と
」
を
念
頭
に
置
き
、
詩
賦
の
対
句
表
現
を
学
ん
で
整
え
ら
れ
た
表
現
だ
と
推
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
「
八
つ
峰
」
「
谷
辺
」
の
対
句
は
、
つ
づ
く
「
う
ら
悲
し
春
し
過
ぐ
れ
ば
」
の
修
飾
句
と
な
っ
て
い
る
。
「
う
ら
悲
し
」
は
、
家
持
の
歌
作
で
は
「
春
ま
け
て
も
の
悲
し
き
に
」
（
「
見
二
翻
翔
鴫
＿
作
歌
一
首
」
巻
十
九
・
四
一
四
一
）
と
す
で
に
類
似
の
表
現
が
み
え
、
さ
ら
に
は
、
春
の
野
に
霞
た
な
び
き
う
ら
悲
し
こ
の
夕
影
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
（
「
廿
三
日
、
依
レ
興
作
歌
」
巻
十
九
•
四
二
九0)
の
ご
と
く
、
い
ず
れ
も
独
詠
歌
の
な
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
面
歌
が
贈
歌
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
中
臣
宅
守
と
狭
野
弟
上
娘
子
の
贈
答
歌
群
（
巻
十
五
・
三
七
二
三
＼
三
七
八
五
）
に
み
え
る
短
歌
の
表
現
が
参
考
と
な
る
。
春
の
日
の
う
ら
悲
し
き
に
後
れ
居
て
君
に
恋
ひ
つ
つ
う
つ
し
け
め
や
も
（
三
七
五
―
―
狭
野
弟
上
娘
子
）
家
持
・
弟
上
娘
子
と
も
に
春
の
日
が
「
う
ら
悲
し
」
＜
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
詠
作
の
基
盤
は
同
じ
く
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
娘
子
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
心
情
に
な
る
の
は
、
「
後
れ
居
て
君
に
恋
ひ
つ
つ
」
あ
る
状
況
と
も
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
「
う
ら
悲
し
」
い
春
の
日
を
、
と
も
に
す
ご
す
べ
き
相
手
が
そ
ば
に
は
お
ら
ず
、
ひ
と
り
で
す
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
心
情
ま
で
が
「
う
ら
悲
し
」
に
は
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ら
ば
、
家
-38-
持
と
池
主
も
隣
国
に
あ
り
な
が
ら
容
易
に
あ
う
こ
と
が
か
な
わ
な
い
と
い
う
立
場
に
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
か
つ
て
の
よ
う
に
と
も
に
す
ご
し
得
な
い
現
実
に
対
す
る
心
情
が
、
叙
景
の
修
飾
句
を
受
け
る
「
う
ら
悲
し
春
し
過
ぐ
れ
ば
」
に
は
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
長
歌
前
半
部
の
冒
頭
と
対
眠
的
に
「
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
さ
ぶ
し
も
」
と
後
半
部
の
表
現
で
、
こ
の
心
情
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
る
と
推
知
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
見
和
ぎ
し
山
」
の
春
景
色
か
ら
「
ほ
と
と
ぎ
す
い
や
し
き
鳴
き
ぬ
」
へ
と
展
開
す
る
叙
述
に
は
、
黙
過
し
得
な
い
点
が
存
す
る
。
長
歌
で
は
、
季
節
の
推
移
が
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
む
契
機
と
な
り
得
て
い
る
か
の
様
相
を
呈
す
る
の
だ
が
、
家
持
は
、
そ
れ
の
み
で
後
半
部
へ
の
叙
述
を
整
え
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
家
持
は
天
平
十
九
年
三
月
に
「
二
上
山
賦
」
（
巻
十
七
・
三
九
八
五
s-―
―
九
八
七
）
を
も
の
し
、
玉
く
し
げ
二
上
山
に
鳴
く
鳥
の
声
の
恋
し
き
時
は
来
に
け
り（三
九
八
七
）
と
詠
む
反
歌
第
二
首
の
「
鳴
く
鳥
」
は
、
前
後
の
歌
作
か
ら
ほ
と
と
ぎ
す
(
3
3
 
と
解
さ
れ
て
い
る
ま
た
、
天
平
勝
宝
三
（
七
五
一
）
年
の
、
二
上
の
峰
の
上
の
茂
に
隠
り
に
し
そ
の
ほ
と
と
ぎ
す
待
て
ど
来
鳴
か
ず
（
「
詠
霞
公
鳥
歌
一
首
」
巻
十
九
•
四
二
三
九
）
な
ど
で
も
、
二
上
山
は
ほ
と
と
ぎ
す
と
密
接
に
関
わ
る
場
所
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ふ
た
り
の
交
流
を
回
顧
す
る
前
半
部
に
二
上
山
が
詠
ま
れ
た
所
以
は
、
ふ
た
り
に
と
っ
て
の
「
見
和
ぎ
し
山
」
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
く
山
と
し
て
の
認
識
が
家
持
に
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
感
旧
之
意
」
を
中
心
に
叙
述
す
る
前
半
部
か
ら
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
む
た
め
の
布
石
と
も
い
う
べ
き
存
在
が
「
見
和
ぎ
し
山
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
「
見
和
ぎ
し
山
」
は
、
池
主
と
の
関
わ
り
か
ら
捉
え
た
措
辞
で
あ
っ
て
、
「
ニ
上
山
」
と
直
裁
的
に
詠
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
家
持
の
意
図
が
汲
み
取
れ
よ
う
。
そ
れ
だ
け
に
い
っ
そ
う
の
効
果
を
も
っ
て
、
「
見
和
ぎ
し
山
」
は
、
題
詞
に
記
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
要
素
と
緊
密
な
連
関
を
有
す
る
表
現
と
位
置
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
半
部
の
冒
頭
「
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
さ
ぶ
し
も
」
は
、
長
歌
を
「
我
が
背
子
と
手
携
は
り
て
」
の
ご
と
く
う
た
い
起
こ
す
こ
と
と
鮮
や
か
な
対
比
を
な
す
。
「
ひ
と
り
」
と
は
、
ふ
た
り
が
越
中
と
越
前
と
に
離
れ
て
い
る
現
在
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
同
様
な
内
容
は
池
主
が
す
で
に
「
越
前
国
橡
大
伴
宿
禰
池
主
来
贈
歌
三
首
」
（
巻
十
八
•
四0
七
三
＼
四
0
七
五
）
の
第
二
首
で
、
桜
花
今
ぞ
盛
り
と
人
は
言
へ
ど
我
は
さ
ぶ
し
も
君
と
し
あ
ら
ね
ば
（
「
一
、
属
レ
物
発
レ
思
」
四
0
七
四
）
と
詠
ん
で
い
た
。
長
歌
の
「
ひ
と
り
の
み
」
は
、
池
主
歌
の
第
五
句
「
君
と
し
あ
ら
ね
ば
」
に
即
応
し
、
し
か
も
、
ふ
た
り
で
桜
花
・
ほ
と
と
ぎ
す
を
賞
美
で
き
な
い
心
情
を
、
い
ず
れ
も
「
さ
ぶ
し
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
我
は
さ
ぶ
し
も
君
と
し
あ
ら
ね
ば
」
が
、
家
持
に
は
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
池
主
か
ら
の
「
来
贈
歌
―
―
―
首
」
を
ふ
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
は
、
つ
づ
く
「
君
と
我
れ
と
隔
て
て
恋
ふ
る
蠣
波
山
飛
び
越
え
行
き
て
」
に
も
指
摘
で
き
る
。
山
が
ふ
た
り
を
隔
て
て
い
る
と
詠
む
の
は
、
「
来
贈
歌
三
首
」
の
第
一
首
、
月
見
れ
ば
同
じ
国
な
り
山
こ
そ
ば
君
が
あ
た
り
を
隔
て
た
り
け
れ
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（
「
一
、
古
人
云
」
四
0
七
三
）
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
山
は
、
国
境
の
磯
波
山
を
指
す
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
た
や
家
持
は
、
あ
し
ひ
き
の
山
は
な
く
も
が
月
見
れ
ば
同
じ
き
里
を
心
隔
て
つ
（
「
一
、
答
古
人
云
こ
四
0
七
六
）
と
、
池
主
の
心
が
ふ
た
り
を
隔
て
て
い
る
と
和
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
贈
答
の
立
場
が
逆
転
し
て
い
る
が
た
め
に
、
家
持
は
贈
歌
を
寄
せ
た
池
主
の
立
場
か
ら
、
そ
の
表
現
を
受
け
て
長
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
長
歌
後
半
部
で
こ
の
よ
う
に
池
主
の
「
来
贈
歌
三
首
」
と
の
交
渉
が
窺
え
る
の
は
、
三
首
の
短
歌
に
添
え
ら
れ
て
い
た
書
簡
を
も
あ
わ
せ
て
、
池
主
が
家
持
と
離
れ
た
現
実
を
嘆
き
、
と
も
に
越
中
で
す
ご
し
た
日
々
を
回
顧
し
た
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
池
主
に
し
て
み
れ
ば
、
一
年
ほ
ど
前
の
み
ず
か
ら
の
歌
作
を
長
歌
後
半
部
の
叙
述
が
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
し
得
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
も
諒
解
し
て
い
た
と
窺
知
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
う
こ
と
の
か
な
わ
な
い
状
況
を
家
持
は
嘆
く
の
み
な
ら
ず
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
ふ
た
り
が
隔
て
ら
れ
て
い
る
嘱
波
山
を
「
飛
び
越
え
行
」
＜
よ
う
に
詠
む
。
さ
ら
に
そ
の
ほ
と
と
ぎ
す
を
「
あ
や
め
ぐ
さ
玉
貫
く
ま
で
」
鳴
か
し
め
、
池
主
を
安
眠
さ
せ
な
い
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
池
主
の
も
と
で
鳴
く
で
あ
ろ
う
ほ
と
と
ぎ
す
を
、
家
持
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
句
に
よ
っ
て
表
現
し
た
。明
け
立
た
ば
松
の
さ
枝
に
；
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
朝
と
夕
を
対
に
す
る
こ
と
で
、
ほ
と
と
ぎ
す
は
昼
夜
を
措
か
ず
鳴
き
つ
づ
け
る
も
の
と
詠
み
、
「
鳴
き
と
よ
め
安
痣
寝
し
め
ず
君
を
悩
ま
せ
」
の
結
び
と
の
関
連
を
は
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
を
松
と
取
り
あ
わ
せ
た
「
明
け
立
た
ば
松
の
さ
松
に
」
に
は
、
先
立
つ
例
と
し
て
、
「
明
け
く
れ
ば
柘
の
さ
枝
に
夕
さ
ら
ば
小
松
が
末
に
」
（
巻
十
・
一
九
三
七
「
詠
レ
鳥
」
）
が
あ
る
。
ま
た
、
家
持
の
詠
作
で
は
、
帰
京
後
の
例
で
は
あ
る
が
、ほ
と
と
ぎ
す
懸
け
つ
つ
君
が
松
蔭
に
紐
解
き
放
く
る
月
近
づ
き
ぬ
（
天
平
勝
宝
八
歳
、
巻
―
-
+
•
四
四
六
四
）
の
ご
と
き
も
あ
る
。
家
持
の
歌
で
は
「
ま
つ
」
を
懸
詞
で
用
い
、
「
懸
け
つ
つ
君
が
待
つ
」
が
「
月
近
づ
き
ぬ
」
へ
と
つ
づ
く
こ
と
か
ら
し
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
と
の
取
り
あ
わ
せ
に
重
き
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
家
持
が
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
む
ば
あ
い
、
花
と
の
取
り
あ
わ
せ
が
多
く
（
「
詠
二
雹
公
鳥
井
藤
花
l
一
首
井
短
歌
」
巻
十
九
•
四
一
九
二
、
四
一
九
三
）
、
当
面
歌
の
よ
う
に
松
と
あ
わ
せ
た
こ
と
は
、
「
意
識
し
て
の
模
倣
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
」
（
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注
』
）
と
の
見
解
を
侯
つ
ま
で
も
な
く
、
巻
十
の
長
歌
が
家
持
の
脳
裡
に
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
対
句
の
内
容
に
着
目
す
れ
ば
、
「
柘
」
「
松
」
と
植
物
同
士
が
あ
わ
さ
れ
た
巻
十
の
例
に
対
し
、
当
面
歌
で
は
天
象
物
の
「
月
」
と
「
松
」
が
対
を
な
す
と
い
う
相
違
が
存
す
る
。
し
か
ら
ば
、
先
立
つ
対
句
表
現
か
ら
「
月
」
へ
と
組
み
替
え
た
点
に
、
よ
り
注
意
を
払
う
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
家
持
が
「
柘
」
「
松
」
の
対
句
か
ら
組
み
替
え
た
「
月
に
向
か
ひ
て
」
は
、
ぬ
ば
た
ま
の
月
に
向
か
ひ
て
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
音
遥
け
し
里
遠
み
か
も（
「
四
月
十
六
日
、
夜
裏
遥
聞
二
雹
公
鳥
喧
＿
述
レ
懐
歌
一
首
」
巻
十
七
・
三
九
八
八
）
と
用
い
ら
れ
た
例
が
集
中
で
は
最
も
は
や
い
。
つ
い
で
、
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…
…
あ
か
ね
さ
す
昼
は
し
め
ら
に
あ
し
ひ
き
の
八
つ
峰
飛
び
越
え
ぬ
ば
た
ま
の
夜
は
す
が
ら
に
暁
の
月
に
向
か
ひ
て
…
…
（
「
詠
雹
公
鳥
井
時
花
一
歌
一
首
」
四
一
六
六
）
と
み
え
、
当
面
の
「
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
」
に
至
る
。
い
ず
れ
も
が
家
持
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
で
あ
り
、
「
柘
」
「
松
」
か
ら
「
松
」
「
月
」
へ
の
組
み
替
え
は
、
彼
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
と
緊
密
な
関
係
の
う
え
で
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
月
に
向
か
ひ
て
」
は
詩
の
表
現
(
4
)
 
と
相
渉
る
面
の
あ
る
こ
と
を
、
芳
賀
紀
雄
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
に
用
い
た
例
は
見
え
な
い
よ
う
だ
が
、
鳥
虫
に
用
い
た
「
向
レ
月
」
を
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
及
ぼ
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
詩
で
は
な
い
も
の
の
、
0
0
 
0
 
0
 
未
レ
有
下
鶯
臨
綺
月
↓
筵
開
許
郭
之
談
↓
花
諏
歪
繁
星
↓
門
柾
中
荀
陳
之
駆
°
上
（
初
唐
廠
照
部
「
楊
明
府
過
訪
詩
序
」
『
幽
憂
子
集
』
巻
八
）
と
類
似
の
表
現
が
み
え
、
「
月
に
向
か
ひ
て
」
は
詩
文
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
し
て
み
る
と
、
対
句
を
な
す
「
明
け
立
た
ば
松
の
さ
枝
に
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
観
点
か
ら
、
そ
の
表
現
の
形
成
を
捉
え
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
ず
鳥
と
松
の
取
り
あ
わ
せ
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
例
な
ど
が
参
考
と
な
る。
0
0
0
 
0
 
朝
吐
l
軽
姻
薄
霧
↓
夜
宿
迷
鳥
覇
雌
↓
（
梁
沈
約
「
高
松
賦
」
『
芸
文
類
緊
』
巻
八
十
八
、
木
部
上
•
松
）
0
0
0
 
0
 
0
 
春
煙
生
二
古
石
↓
時
鳥
戯
二
幽
松
↓
（
初
唐
張
説
「
和
-
l
張
監
遊
二
終
南
＿
」
『
張
説
之
集
』
巻
七
）
ま
た
、
松
と
月
を
対
句
で
あ
わ
せ
た
例
と
し
て
は
、
0
0
 
0
 
上
月
斜
臨
、
寒
松
遥
直
゜
（
梁
簡
文
帝
「
阻
帰
賦
」
『
芸
文
類
衆
』
巻
二
十
七
、
人
部
十
一
・
行
旅
）
一
声
清
磐
海
辺
月
、
十
里
香
風
澗
底
松
゜
(
5
)
 
（
初
唐
魏
徴
「
宿
二
沃
洲
山
寺
こ
）
の
ご
と
き
詩
賦
の
表
現
が
留
意
さ
れ
る
。
な
ら
ば
、
「
明
け
立
た
ば
松
の
さ
枝
に
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
」
の
対
句
は
、
鳥
と
松
あ
る
い
は
月
と
の
取
り
あ
わ
せ
、
さ
ら
に
は
松
と
月
と
の
対
句
を
も
詩
賦
の
表
現
か
ら
学
び
つ
つ
、
あ
ら
た
に
整
え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
家
持
が
先
行
す
る
対
句
表
現
を
、
詩
文
の
表
現
と
関
わ
る
「
月
に
向
か
ひ
て
」
に
組
み
替
え
た
こ
と
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
む
対
句
が
、
詩
文
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
と
認
め
得
る
要
因
と
な
っ
た
「
月
に
向
か
ひ
て
」
は
、
以
後
の
歌
作
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
月
と
の
取
り
あ
わ
せ
は
、
当
面
歌
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
す
る
「
不
レ
飽
下
感
二
霧
公
鳥
＿
之
情
上
述
レ
懐
作
歌
一
首
」
の
反
歌
第
一
首
に
「
さ
夜
更
け
て
暁
月
に
影
見
え
て
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
聞
け
ば
な
つ
か
し
」
（
四
一
八
一
）
と
み
え
、
さ
ら
に
「
詠
二
霧
公
鳥
井
藤
花
二
首
」
で
も
「
夕
月
夜
か
そ
け
き
野
辺
に
は
ろ
は
ろ
に
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
」
（
四
一
九
二
）
の
ご
と
く
、
天
平
勝
宝
二
年
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
の
な
か
で
詠
み
継
が
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
の
歌
作
で
注
意
す
べ
き
は
、
家
持
が
月
を
詠
む
際
、
時
の
限
定
を
加
え
て
表
現
に
変
化
を
持
た
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
時
の
限
定
を
施
し
た
表
現
は
、
ま
ず
「
暁
の
月
に
向
か
ひ
て
」
（
四
一
六
六
）
と
詠
ま
れ
、
「
暁
月
に
影
見
え
て
」
（
四
一
八
一
）
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
前
者
は
時
に
対
す
る
意
識
よ
り
も
、
「
月
に
向
か
ひ
て
」
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
後
者
で
は
、
「
暁
月
」
の
ご
と
く
、
時
の
表
現
と
月
を
よ
り
緊
密
化
さ
せ
た
も
の
と
看
て
取
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
面
歌
の
「
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
」
は
、
「
暁
」
に
執
着
す
る
こ
れ
ら
の
作
品
を
つ
な
ぐ
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
月
を
詠
む
表
現
に
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同
様
な
傾
向
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
家
持
は
時
の
限
定
を
加
え
た
表
現
を
用
い
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
長
歌
で
は
あ
え
て
異
な
る
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
「
月
に
向
か
ひ
て
」
は
「
明
け
立
た
ば
」
「
夕
さ
ら
ば
」
の
対
句
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
対
句
の
「
夕
さ
ら
ば
」
に
よ
っ
て
時
は
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
「
暁
月
」
な
ど
に
較
べ
て
、
用
い
た
家
持
の
意
識
は
異
な
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
家
持
は
時
へ
の
鋭
敏
な
感
覚
を
あ
ら
わ
す
こ
と
以
上
に
、
こ
こ
で
は
「
月
に
向
か
ひ
て
」
と
い
う
表
現
に
意
を
注
い
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ら
ば
、
「
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
」
は
、
同
じ
く
時
の
限
定
を
伴
わ
な
い
「
ぬ
ば
た
ま
の
月
に
向
か
ひ
て
」
（
三
九
八
八
）
を
直
裁
的
に
継
承
し
た
表
現
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。
「
ぬ
ば
た
ま
の
月
に
向
か
ひ
て
」
の
歌
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
芳
賀
紀
雄
(
6
)
 
氏
が
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
越
中
で
の
ほ
と
と
ぎ
す
の
初
声
を
聞
い
て
の
詠
作
と
推
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
家
持
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
の
な
か
で
、
月
と
の
取
り
あ
わ
せ
を
確
立
し
た
作
品
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
短
歌
で
は
、
題
詞
の
漢
語
と
歌
の
表
現
と
の
交
錯
が
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
当
面
歌
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
る
ば
あ
い
留
意
す
べ
き
は
、
「
四
月
十
六
日
」
の
日
付
が
題
詞
に
記
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
暦
法
に
対
し
て
殊
に
敏
感
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
家
持
が
節
月
な
ど
を
知
る
す
べ
は
、
「
雑
令
」
(
6
造
暦
条
）
の
規
定
に
よ
り
各
国
に
頒
布
さ
れ
て
い
た
具
注
暦
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
具
注
暦
は
、
い
く
つ
か
の
断
簡
が
現
存
す
る
も
の
の
、
天
平
十
九
年
の
そ
れ
は
残
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
具
注
暦
の
な
か
に
、
十
六
日
、
辛
亥
金
成
望
（
天
平
二
十
一
〈
天
平
感
宝
元
・
天
平
勝
宝
元
〉
年
具
注
暦
二
月
条
、
『
大
日
本
古
文
書
』
三
ー
三
四
七
S
三
五
三
頁
）
と
、
十
六
日
の
条
に
、
そ
の
日
が
満
月
に
あ
た
る
「
望
」
の
注
記
を
有
す
(
8
3
 
る
例
が
あ
る
む
ろ
ん
、
注
記
が
十
五
日
に
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
に
も
注
記
を
欠
く
箇
所
も
存
す
る
。
か
く
み
る
と
、
天
平
十
九
年
の
具
注
暦
が
残
ら
な
い
憾
み
が
あ
る
の
だ
が
、
他
の
具
注
暦
の
十
六
日
条
に
「
望
」
の
注
記
が
存
す
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
家
持
は
十
六
日
の
月
を
満
月
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
も
の
と
暦
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
た
可
能
性
が
存
す
る
。
従
っ
て
、
「
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
」
で
は
、
殊
更
に
時
の
限
定
を
伴
わ
な
い
「
月
に
向
か
ひ
て
」
と
い
う
表
現
を
繰
り
返
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
月
が
満
月
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
存
在
で
あ
る
と
解
し
得
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
当
面
の
長
歌
を
贈
ら
れ
た
池
主
が
、
先
の
「
来
贈
歌
三
首
」
の
第
一
首
で
月
を
詠
ん
で
い
る
状
況
は
、
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
池
主
は
「
月
見
れ
ば
同
じ
国
な
り
」
（
四
0
七
三
）
と
、
月
が
ふ
た
り
を
つ
な
ぐ
よ
す
が
で
あ
る
と
詠
ん
で
い
た
。
こ
の
「
月
」
は
、
三
首
の
短
歌
に
附
さ
れ
て
い
た
書
簡
の
「
三
月
十
五
日
」
と
い
う
日
付
か
ら
す
れ
ば
、
満
月
に
近
い
月
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ら
ば
、
池
主
は
書
簡
の
日
付
が
「
十
五
日
」
に
な
る
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
意
識
的
に
月
を
取
り
上
げ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
池
主
の
意
図
は
、
家
持
に
と
っ
て
も
十
分
把
握
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
「
来
贈
歌
三
首
」
の
表
現
を
、
長
歌
後
半
部
の
叙
述
が
踏
ま
え
て
い
る
点
か
ら
も
、
「
月
見
れ
ば
」
の
「
月
」
と
日
付
の
「
十
五
日
」
と
は
、
家
持
に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
当
面
歌
の
「
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
」
は
、
家
持
の
ほ
-42-
と
と
ぎ
す
詠
中
の
満
月
に
近
い
月
を
詠
ん
だ
で
あ
ろ
う
「
ぬ
ば
た
ま
の
月
に
向
か
ひ
て
」
を
継
承
す
る
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
池
主
転
任
後
の
「
来
贈
歌
三
首
」
（
第
一
首
）
に
詠
ま
れ
た
月
を
も
想
起
さ
せ
る
表
現
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
「
月
に
向
か
ひ
て
」
に
は
、
時
の
限
定
を
施
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
題
詞
に
記
さ
れ
た
「
四
月
三
日
」
の
日
付
か
ら
す
る
と
、
上
述
の
ご
と
く
捉
え
た
月
の
表
現
と
実
際
の
月
齢
と
は
符
合
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
後
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
の
詠
作
態
度
と
同
様
に
解
す
べ
き
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
家
持
は
実
際
に
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
聞
か
ず
に
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
月
も
こ
れ
に
同
じ
く
、
彼
の
想
像
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
対
を
な
す
「
明
け
立
た
ば
松
の
さ
松
に
」
に
は
、
「
夕
さ
ら
ば
月
に
向
か
ひ
て
」
に
み
た
よ
う
な
表
現
の
連
係
を
認
め
難
い
。
こ
れ
は
、
長
歌
の
叙
述
か
ら
み
て
、
松
は
越
前
の
役
宅
に
植
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
庭
園
の
属
目
詠
と
し
て
松
は
、
「
常
磐
な
る
松
の
さ
枝
を
我
は
結
ば
な
」
（
巻
二
十
•
四
五0
一
大
伴
家
持
）
と
詠
ま
れ
、
庭
園
に
植
栽
さ
れ
て
い
た
植
物
と
し
て
、
広
く
愛
好
さ
れ
た
(
9
3
 
も
の
の
一
っ
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
な
ら
ば
、
平
城
京
の
邸
と
は
異
な
る
国
司
の
役
宅
で
は
あ
る
が
、
「
兼
詠
刀
云
遷
任
旧
宅
西
北
隅
桜
樹
こ
（
巻
十
八
•
四
0
七
七
題
詞
）
と
桜
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
て
、
「
遷
任
旧
宅
」
に
は
松
が
植
え
ら
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
家
持
は
、
か
つ
て
と
も
に
聞
い
た
で
あ
ろ
う
役
宅
の
庭
の
松
で
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
を
思
い
つ
つ
、
池
主
の
も
と
で
鳴
か
し
め
る
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
長
歌
は
、
「
安
採
寝
し
め
ず
君
を
悩
ま
せ
」
と
ほ
と
と
ぎ
す
に
命
じ
て
結
び
と
す
る
。
こ
の
二
句
は
、
「
我
が
背
子
を
安
採
な
寝
し
め
」
と
反
歌
第
二
首
で
繰
り
返
さ
れ
、
し
か
も
「
ゆ
め
心
あ
れ
」
と
強
く
念
を
押
し
て
結
ぶ
。
ま
た
、
反
歌
第
一
首
で
は
、
後
半
部
の
冒
頭
「
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
さ
ぶ
し
も
」
を
第
一
・
ニ
句
に
取
り
込
み
、
そ
の
心
情
を
ま
ぎ
ら
す
た
め
に
第
五
句
で
「
い
行
き
鳴
か
に
も
」
と
自
身
の
願
望
を
詠
ん
で
い
る
。
二
首
の
反
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
長
歌
後
半
部
の
首
尾
を
受
け
、
前
半
部
と
の
対
応
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
偏
り
が
生
じ
た
の
は
、
か
つ
て
の
交
流
を
懐
か
し
み
、
池
主
と
離
れ
た
現
在
の
心
情
を
詠
ん
だ
の
が
後
半
部
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。
反
歌
で
は
、
そ
う
し
た
池
主
を
思
う
家
持
の
心
持
ち
を
繰
り
返
し
、
強
調
し
た
と
解
し
得
る
。
如
上
の
ご
と
き
長
歌
後
半
部
か
ら
反
歌
二
首
へ
の
展
開
を
み
る
に
、
家
持
の
態
度
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
池
主
の
も
と
へ
行
か
し
め
る
こ
と
で
一
貫
す
る
。
こ
れ
に
は
、
ふ
た
り
が
隣
国
に
あ
り
な
が
ら
、
令
の
規
定
（
「
関
市
令」
1
欲
度
関
条
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
あ
う
こ
と
が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
現
状
も
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
よ
う
が
、
家
持
に
は
つ
ぎ
の
短
歌
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
そ
過
所
な
し
に
関
飛
び
越
ゆ
る
ほ
と
と
ぎ
す
多
我
子
爾
毛
や
ま
ず
通
は
む
（
巻
十
五
・
三
七
五
四
中
臣
宅
守
）
第
四
句
は
訓
義
未
詳
で
あ
る
が
、
自
由
に
関
所
を
飛
び
越
え
て
ゆ
く
ほ
と
と
ぎ
す
を
、
家
持
は
賞
美
の
対
象
以
上
に
羨
望
す
べ
き
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
思
い
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
命
ず
る
態
度
で
も
っ
て
、
逆
説
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
家
持
の
真
意
は
、
反
歌
第
一
首
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
池
主
を
困
惑
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
命
令
し
て
相
手
の
も
と
に
行
か
せ
る
と
詠
む
姿
勢
は
、
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題
詞
に
「
不
レ
勝
惑
旧
之
意
蒜
ザ
懐
」
と
記
し
と
ど
め
た
家
持
は
、
そ
の
心
情
を
表
現
す
る
た
め
に
、
ふ
た
り
の
贈
答
・
唱
和
か
ら
い
く
つ
か
の
表
現
を
選
び
取
り
、
長
歌
を
構
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
前
半
部
に
は
池
主
が
越
中
操
で
あ
っ
た
折
の
贈
答
・
唱
和
を
、
ま
た
後
半
部
で
は
池
主
転
任
後
の
「
来
贈
歌
三
首
」
を
ふ
ま
え
る
と
い
う
、
細
か
な
配
慮
が
窺
え
る
。
た
だ
し
前
半
部
に
関
し
て
い
え
ば
、
家
持
が
ふ
ま
え
た
池
主
の
歌
作
は
、
い
ず
れ
も
四
月
以
降
と
い
う
顕
著
な
偏
り
を
み
せ
る
。
長
歌
で
は
「
う
ら
悲
し
春
し
過
ぐ
れ
ば
」
と
前
半
部
末
尾
で
述
べ
、
季
節
を
春
に
設
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暮
春
三
月
を
中
心
に
し
た
ふ
た
り
の
贈
答
に
依
拠
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
は
題
詞
に
「
四
月
」
と
明
記
し
た
点
が
考
慮
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
前
半
部
の
叙
述
内
容
か
ら
四
大
神
女
郎
贈
二
大
伴
家
持
＿
歌
一
首
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
し
す
な
は
ち
君
が
家
に
行
け
と
追
ひ
し
は
至
り
け
む
か
も
（
巻
八
・
一
五
0
五
夏
相
聞
）
に
窺
え
る
遊
戯
性
に
通
じ
る
と
い
え
、
そ
れ
は
池
主
に
と
っ
て
も
、
十
分
理
解
し
得
た
と
推
察
さ
れ
る
。
家
持
は
、
長
歌
後
半
部
と
反
歌
二
首
で
「
感
旧
之
意
」
を
述
べ
る
の
み
な
ら
ず
、
前
年
の
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
針
袋
を
め
ぐ
る
贈
答
（
巻
十
八
•
四
―
二
八S
四
一
三
三
）
で
み
せ
た
遊
戯
性
を
も
窺
わ
せ
る
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
不
レ
勝
二
感
旧
之
意
玉
翌
懐
」
と
題
詞
に
記
し
た
池
主
へ
の
贈
歌
は
、
こ
れ
ま
で
の
ふ
た
り
の
贈
答
・
唱
和
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
思
い
起
こ
す
か
の
ご
と
く
叙
述
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
る
。
し
て
、
天
平
十
九
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
五
日
に
か
け
て
の
贈
答
の
最
後
に
家
持
が
池
主
に
宛
て
た
「
七
言
一
首
」
「
短
歌
二
首
」
（
巻
十
七
•
三
0
0
 
九
七
六
、
三
九
七
七
）
の
左
注
に
「
大
伴
宿
禰
家
持
臥
レ
病
作
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
密
接
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
贈
答
で
は
、
上
巳
の
宴
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
二
月
二
十
九
日
の
「
守
大
伴
宿
禰
家
持
贈
天
伴
宿
禰
池
主
一
悲
歌
二
首
」
（
巻
十
七
・
三
九
六
五
、
三
九
六
六
）
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は
、
宴
へ
の
参
加
を
断
念
す
る
旨
を
伝
え
た
作
品
と
い
え
る
ま
た
「
三
月
三
日
」
の
日
付
を
持
つ
家
持
の
贈
歌
で
は
、
…
…
隠
り
居
て
思
ひ
嘆
か
ひ
慰
む
る
心
は
な
し
に
春
花
の
咲
け
る
盛
り
に
思
ふ
ど
ち
手
折
り
か
ざ
さ
ず
春
の
野
の
茂
み
飛
び
潜
く
う
ぐ
ひ
す
の
声
だ
に
聞
か
ず
…
…
（
「
更
贈
歌
一
首
」
三
九
六
九
）
と
、
池
主
と
と
も
に
遊
覧
で
き
な
い
嘆
き
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
我
が
背
子
と
手
携
は
り
て
」
と
う
た
い
起
こ
し
た
歌
作
に
、
こ
れ
ら
の
贈
答
で
用
い
た
表
現
を
家
持
は
意
図
的
に
持
ち
込
ま
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る。
用
い
る
表
現
と
構
成
を
家
持
は
熟
思
し
て
い
た
と
い
え
る
当
面
の
長
歌
に
対
し
て
、
武
田
祐
吉
は
「
前
半
の
追
憶
の
部
は
、
よ
く
で
き
て
い
る
が
、
春
の
叙
述
が
く
わ
し
く
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
軽
く
な
っ
て
い
る
」
（
『
萬
葉
集
全
註
釈
』
）
と
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
み
込
む
ま
で
の
春
の
叙
述
が
長
い
た
め
に
、
題
詞
に
明
示
さ
れ
た
主
題
で
あ
る
「
雹
公
鳥
」
が
十
分
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
と
解
す
る
。
長
歌
の
構
成
か
ら
す
れ
ば
、
か
か
る
言
説
は
一
面
に
お
い
て
首
肯
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
不
レ
勝
二
感
旧
之
意
研
ザ
懐
」
と
題
詞
に
明
記
す
る
当
面
の
贈
歌
は
、
い
み
じ
く
も
窪
田
空
穂
が
「
春
は
餘
分
の
如
く
で
あ
る
が
、
池
主
を
し
て
以
前
を
思
ひ
出
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さ
せ
る
こ
と
を
主
に
す
れ
ば
、
云
は
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
、
又
云
ふ
が
適
当
な
も
の
で
あ
る
」
（
『
萬
葉
集
評
釈
』
）
と
評
す
る
立
場
か
ら
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
当
面
の
長
歌
と
同
様
な
構
成
を
有
す
る
作
品
に
は
、
こ
の
贈
歌
か
ら
ほ
ど
な
く
詠
ま
れ
た
「
詠
二
震
公
鳥
井
藤
花
二
首
」
（
巻
十
九
•
四
一
九
二
、
四
一
九
三
）
が
あ
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
く
二
上
山
を
導
き
出
す
ま
で
の
序
は
、
桃
柳
の
響
喩
で
う
た
い
起
こ
さ
れ
、
女
性
の
優
婉
な
描
写
へ
と
展
開
す
る
。
そ
の
よ
う
な
長
歌
の
叙
述
に
は
、
当
時
越
中
に
下
向
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
(12) 
妻
の
坂
上
大
嬢
、
あ
る
い
は
都
の
「
留
女
之
女
郎
」
が
関
与
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
一
見
餘
分
と
思
わ
れ
る
長
歌
の
叙
述
も
、
家
持
に
し
て
み
れ
ば
確
た
る
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
当
面
歌
の
春
の
情
景
は
、
そ
の
由
来
が
題
詞
に
明
示
さ
れ
て
お
り
、
家
持
が
こ
れ
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
決
し
て
餘
分
で
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
池
主
転
任
後
の
ふ
た
り
の
贈
答
を
み
る
に
、
集
中
に
は
当
面
歌
に
先
立
つ
贈
答
が
少
な
く
と
も
二
度
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
池
主
か
ら
の
贈
歌
に
対
し
て
、
家
持
が
答
歌
を
詠
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
で
は
、
家
持
が
ま
ず
歌
を
贈
っ
た
と
覚
し
く
、
そ
の
積
極
的
な
姿
勢
は
「
不
レ
勝
二
感
旧
之
意
五
ザ
懐
」
と
題
詞
に
記
し
た
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
家
持
が
こ
の
歌
作
に
込
め
た
、
か
つ
て
の
贈
答
・
唱
和
を
懐
か
し
む
心
情
を
池
主
に
伝
え
る
に
は
十
分
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
か
た
や
、
「
安
採
寝
し
め
ず
君
を
悩
ま
せ
」
「
我
が
背
子
を
安
採
な
寝
し
め
」
と
詠
ん
だ
態
度
は
、
「
濃
や
か
な
友
情
を
戯
談
ま
じ
り
に
披
泄
し
た
も
の
」
（
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
釈
』
）
で
あ
り
、
そ
う
し
た
素
地
も
す
で
に
整
え
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
憾
む
べ
き
は
、
贈
歌
に
対
す
る
池
主
の
答
歌
が
残
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
家
持
は
こ
の
直
後
に
も
「
贈
二
水
烏
越
前
判
官
大
伴
宿
禰
池
主
―
歌
一
首
井
短
歌
」
（
四
一
八
九
S
四
一
九
一
）
を
贈
る
も
の
の
、
池
主
の
答
歌
(13) 
は
集
中
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
は
、
神
堀
忍
氏
が
推
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
面
の
ほ
と
と
ぎ
す
詠
に
は
、
以
前
の
贈
答
と
同
様
に
書
簡
が
添
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
全
貌
を
知
る
す
べ
は
な
い
の
だ
が
、
一
端
は
題
詞
の
「
不
レ
勝
二
感
旧
之
意
＿
」
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
題
詞
に
「
霧
公
鳥
歌
」
と
主
題
を
明
示
し
つ
つ
も
、
全
篇
を
覆
っ
て
い
た
の
は
、
か
つ
て
の
ふ
た
り
の
交
流
を
回
顧
し
、
現
状
を
嘆
息
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
か
く
の
ご
と
き
家
持
の
態
度
は
、
ま
さ
に
「
不
レ
勝
ニ
感
旧
之
意
＿
」
と
記
し
た
こ
と
に
集
約
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
え
る
。
（
平
成
六
年
三
月
二
十
九
日
）
1
後
者
の
「
来
贈
戯
歌
四
首
」
「
更
来
贈
歌
二
首
」
は
、
い
ず
れ
も
池
主
の
歌
作
。
こ
の
時
の
贈
答
の
次
第
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
大
伴
家
持
と
池
主
の
贈
答
ー
池
主
の
戯
歌
を
中
心
に
ー
|
J
(
「
萬
葉
」
第
百
四
十
八
号
）
参
照
。
2
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
萬
葉
集
五
』
当
該
歌
頭
注
。
3
橋
本
達
雄
氏
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
十
七
」
参
照
。
4
「
大
伴
家
持
ー
ほ
と
と
ぎ
す
の
詠
を
め
ぐ
っ
て
_
~
」
(
『
論
集
萬
葉
集
』
和
歌
文
学
の
世
界
1
)
5
魏
徴
の
詩
は
『
全
唐
詩
』
未
収
。
陳
尚
君
輯
校
『
全
唐
詩
補
編
』
（
「
全
唐
詩
続
拾
」
）
に
よ
る
。
6
注
4
、
な
ら
び
に
「
遥
か
な
る
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
~
持
の
越
中
守
時
代
の
詠
作
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
第
十
集
）
参
照
。
7
関
守
次
男
氏
「
家
持
の
季
節
観
と
暦
法
意
識
」
（
「
山
口
大
学
文
学
会
誌
」
第
十
五
注
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（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
文
芸
・
言
語
研
究
科
日
本
文
学
）
巻
一
号
）
、
奥
村
和
美
氏
「
家
持
歌
の
日
付
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
国
文
」
第
六
十
巻
十
一
号
）
参
照
。
8
他
に
、
天
平
十
八
年
二
月
、
天
平
勝
宝
八
歳
一
月
・
三
月
の
十
六
日
条
に
も
「
望
」
の
注
記
が
あ
る
。
9
田
中
哲
雄
氏
「
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
の
庭
園
遺
跡
」
（
「
佛
教
藝
術
」
第
百
九
号
）
参
照
。
10
芳
賀
紀
雄
氏
「
家
持
の
桃
李
の
歌
」
（
『
詞
虹
5
年
暉
遠
い
古
典
学
藻
』
）
参
照
。
1
大
越
寛
文
氏
「
坂
上
大
嬢
の
越
中
下
向
」
（
「
萬
葉
」
第
七
十
五
号
）
で
は
、
天
平
勝
宝
元
年
十
月
末
か
ら
十
一
月
初
め
と
い
う
推
定
が
あ
る
。
ま
た
、
長
歌
の
叙
述
と
大
嬢
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
注
4
芳
賀
紀
雄
氏
論
文
参
照
。
12
伊
藤
博
氏
『
萬
葉
集
の
歌
群
と
配
列
』
下
（
第
九
章
第
四
節
「
天
平
ひ
と
つ
の
文
化
」
）
参
照
。
13
「
家
持
と
池
主
」
（
『
萬
葉
集
を
学
ぶ
』
第
八
集
）
付
記
本
稿
は
、
平
成
五
年
度
筑
波
大
学
大
学
院
文
芸
・
言
語
研
究
科
に
提
出
の
修
士
論
文
に
、
加
筆
訂
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
稿
を
成
す
に
際
し
て
終
始
、
芳
賀
紀
雄
先
生
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
、
こ
こ
に
記
し
て
、
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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